
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 

安曇野市の教育 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



【沿革】安曇野市教育委員会及び教育関係施設に関する主な出来事 
 

平成17年度（2005年度） 

 10月 安曇野市発足。教育委員会事務局を明科総合支所内に置き業務を開始 

 10月 学校教育課、社会教育課、豊科・穂高・三郷・堀金・明科教育課の７課でスタート 

12月 堀金小学校新校舎が完成、開校120周年記念誌発行 

 １月 穂高西部児童館が完成 

 １月 豊科南小学校大規模改造工事が完了 

 ２月 穂高西小学校増築工事が完了 

 ３月 明南小学校・明科中学校共用プールが完成 

平成18年度（2006年度） 

４月 フッ化物洗口が市内全保育園、幼稚園で始まる 

７月 東京藝術大学音楽学部と中学校吹奏楽部との交流事業実施（H17年に穂高町で始まる） 

10月 穂高西小学校で開校20周年記念式典を開催、開校20周年記念誌発行 

１月 成人式を市内全体で初開催 

３月 黒沢洞合自然公園が完成 

平成19年度（2007年度） 

 ６月 明北小学校プール、豊科南小学校プールが完成 

 ７月 中部学校給食センター、南部学校給食センターが完成 

   （豊科、三郷、川手筑北の各学校給食センターを廃止し、２施設へ統合移転新築） 

12月 明科中学校が第７回環境美化教育優良校等表彰で散乱防止活動部門の優良校に選ばれる 

平成20年度（2008年度） 

 ４月 学校給食課、文化課を新設。豊科・穂高・三郷・堀金・明科教育課を廃止 

 ４月 三郷児童館が完成 

 ５月 市内全小学校で放課後子ども教室（わいわいランド）が始まる 

 ７月 堀金保育園新園舎が完成（移転新築） 

平成21年度（2009年度） 

 ４月 コミュニティスクールの先駆けとなる学校支援地域本部事業が始まる 

 ５月 有明あおぞら保育園が完成（新設） 

 ９月 穂高交流学習センター「みらい」が完成 

 ９月 有明の森保育園新園舎が完成（現地建替え） 

 ３月 明科北保育園新園舎が完成（現地建替え） 

平成22年度（2010年度） 

 ６月 観世流能楽師・青木道喜氏による市内小中学校「能楽教室」開催が10年目となる（H13年明科町で始まる） 

７月 明南小学校で開校50周年記念式典を開催、開校50周年記念誌発行 

 ７月 福岡県東区との青少年交流が20周年を迎える 

７月 田淵行男記念館開館20周年事業として第３回田淵行男賞写真作品公募を実施（以後R7年度までに４回） 

11月 明北小学校で開校50周年記念式典を開催、開校50周年記念誌発行 

11月 穂高東中学校、穂高西中学校で開校10周年記念式典を開催、開校10周年記念誌発行 

１月 豊科南部保育園新園舎が完成（現地建替え） 

２月 豊科交流学習センター「きぼう」が完成（熊井啓記念館を併設、熊井啓監督作品上映会を開始） 

３月 堀金児童館が開館（旧堀金保育園舎を活用） 

平成23年度（2011年度） 

６月 小学生の放課後学習室が始まる 

 10月 豊科東小学校で開校30周年記念式典を開催、開校30周年記念誌発行 

１月 安曇野検定(一般の部・ジュニアの部)を実施（H29年度まで） 

２月 北部学校給食センターが完成（穂高学校給食センターを廃止して移転新築） 

平成24年度（2012年度） 



 ４月 子ども発達支援相談室を開所 

８月 市内全中学校代表生徒を派遣する広島平和記念式典参加事業が始まる 

９月 第１回そば猪口アート公募展を開催（以後、R3年度まで10回開催） 

10月 豊科郷土博物館などで「安曇野のお祭り展Ⅰ～オフネがつなぐ地域の輪～」を開催 

12月 教育委員会事務局が旧明科公民館へ移転 

12月 児童生徒の意見も取り入れ安曇野市「平和都市宣言」を制定 

 １月 「昔の暮らし体験教室」（合併前より開催）を豊科郷土博物館出前講座として市内全小学校で実施（以後継続） 

１月 北穂高保育園新園舎が完成（現地建替え） 

 ２月 安曇野ミュージアム活性化事業の一環として「あづみの学校ミュージアム」が始まる 

平成25年度（2013年度） 

４月 早春賦誕生100周年を迎え各種イベントを開催 

５月 清澤洌「暗黒日記」の原本が寄贈される 

５月 「めえめえ児
こ

山羊
や ぎ

」の作詞者・藤森秀夫を顕彰する童謡祭りが50周年を迎える 

５月 図書館Web予約サービス開始 

 ６月 県民豊科運動公園拡張整備工事が完了 

 ７月 中学校で放課後英語授業、立志塾が始まる 

８月 第１回「中学生議会」開催（まちづくり推進課担当） 

９月 豊科郷土博物館などで「安曇野のお祭り展Ⅱ～よろず願いごと引き受けます－道祖神～」を開催 

９月 豊科近代美術館増築工事が完了 

 10月 学校給食に「中村屋カリー」が登場 

12月 穂高東中学校大規模改造工事が完了 

 ３月 豊科郷土博物館改修工事が完了 

 ３月 『安曇野風土記』刊行始まる（以後R3年度まで４巻刊行） 

平成26年度（2014年度） 

 ４月 生涯学習課、図書館交流課を新設。社会教育課、学校給食課を廃止 

４月 安曇野市スクールサポート事業が始まる 

４月 安曇野髙橋節郎記念美術館・豊科近代美術館で「生誕百年髙橋節郎展」を開催 

 ６月 高家スポーツ広場が完成 

 ７月 三郷南部保育園新園舎が完成（移転新築） 

 ７月 穂高幼稚園大規模改修工事が完了 

 10月 豊科南中学校、豊科北中学校で開校30周年記念式典開催 

11月 『楽しく学ぼう！安曇野の郷科書～安曇野検定公式テキスト～』発刊 

12月 フッ化物洗口が市内全小中学校で始まる 

３月 中学生海外ホームステイ（オーストラリア）派遣事業が始まる（H30年度まで） 

 ３月 穂高会館改修工事が完了 

平成27年度（2015年度） 

４月 市内初の「総合教育会議」を開催、安曇野市教育大綱（第一次）を策定 

 ４月 市内小中学校の学校給食費の徴収方法を統一化 

 ５月 安曇野市役所本庁舎開庁に伴い、教育委員会事務局が本庁舎へ移転 

 10月 市制施行10周年記念1/2成人式を開催（市内全小学４年生が安曇野市歌を歌い講演会を聴く） 

11月 「新市立博物館構想」を策定 

平成28年度（2016年度） 

 ４月 教育支援センター「けやき」が豊科公民館内に開設 

 ６月 アルプス認定こども園新園舎が完成（現地建替え） 

６月 中学生の放課後学習室が始まる 

７月 豊科郷土博物館・新市立博物館準備室「出前展示（コンパクト展示）」始まる 

８月 豊科公民館ホールで初の信州安曇野能楽鑑賞会「安曇野能」を開催 

 ９月 入学準備金貸付制度を創設 



 ９月 中学生議会が教育委員会事務局担当となる（R5年度まで） 

 10月 1/2成人式記念「人権・平和特別授業～kizuki～」を開催（R2年度まで） 

10月 穂高西小学校で開校30周年記念式典を開催、開校30周年記念誌発行 

10月 堀金小学校で開校70周年記念講演会を開催 

11月 拾ケ堰が世界かんがい施設遺産に登録 

11月 穂高南小学校で開校50周年記念式典を開催、開校50周年記念誌発行 

 ３月 「安曇平のお船祭り」が国の記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財となる 

平成29年度（2017年度） 

 ４月 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成26年法律第76条）により、教育委

員会事務局体制が新教育委員会体制に移行 

４月 市の目指す子ども像として「からだを動かし・頭で考え・心で感ずる（臼井吉見氏の言葉）たくましい 

安曇野の子ども」を掲げステッカーを考案 

４月 安曇野市コミュニティスクール（ACS）がスタート 

４月 公立保育園18園が「認定こども園」として運営を始める 

７月 拾ケ堰世界かんがい施設遺産登録記念式典で豊科南小学校児童が式典宣言を発表 

９月 市内全中学校への電子黒板整備が完了し使用を開始 

９月 クモ類研究者・千國安之輔氏ご遺族からの寄付金をもとに「ちくに生きものみらい基金」を創設 

２月 市内の伝説10篇を収録した『つなぐ―安曇野の伝説』を出版 

３月 三郷交流学習センター「ゆりのき」が完成 

平成30年度（2018年度） 

 ４月 市内に居住し特別支援学校に在籍する児童生徒に副次的な学籍（副学籍）を置く制度が始まる 

４月 小学校の教科「英語」導入に伴い“English day”が始まる 

４月 「ちくに生きものみらい基金」による自然観察会、美術館・博物館スクールプログラムが始まる 

５月 三郷北部認定こども園新園舎が完成（移転新築） 

７月 「不登校児童生徒が民間施設等で相談・指導を受ける際のガイドライン」策定 

７月 豊科南小学校で開校50周年記念イベントを開催、開校50周年記念誌発行 

10月 安曇野の自然や歴史、文化などを知るための講座「安曇野アカデミー」がスタート 

10月 安曇野市文書館が開館 

11月 安曇野市図書館キャラクター（穂高在住の絵本作家まるやまあやこ氏作成）の名前が「ぽぽん」に決定 

 ３月 国重要文化財・曽根原家住宅保存修理事業が完了 

 ３月 貞享義民記念館が『貞享騒動をたずねて』を刊行 

平成31年度～令和元年度（2019年度） 

 ４月 図書館交流課を廃止し、３課体制となる 

５月 たつみ認定こども園新園舎が完成（現地建替え） 

８月 キャリア教育の一環として小学生夏休み企業見学を実施（R元年度まで） 

 11月 穂高北小学校、三郷小学校で開校50周年記念式典を開催、開校50周年記念誌発行 

12月 教育委員協議会を設置し、活力ある学校のあり方について検討が始まる 

 １月 小中学校の普通教室にエアコン設置が完了 

２月 豊科南小学校が第20回環境美化教育優良校等表彰で最優秀校・環境大臣賞を受賞 

３月 新型コロナウイルス感染症拡大により、国の要請を受け市内全小中学校の一斉臨時休業を実施 

 ３月 「不登校児童生徒が民間施設等で相談・指導を受ける際のガイドライン」一部改正 

令和２年度（2020年度） 

 ４月 目指す子ども像のステッカーのデザインを改訂 

４月 再び臨時休業を実施（4/9～5/20） 

４月 明科南認定こども園新園舎が完成（移転新築） 

 ５月 分散登校（5/11～5/20）を経て通常登校再開（5/11～） 

 ７月 安曇野市誌編さん事業が始まる（民俗編から） 

８月 「満願寺の古文書」を市有形文化財に指定 



９月 交通事故０
ゼロ

プロジェクトが始まる 

11月 電子黒板が小学校全クラスに常設となる 

２月 1/2成人記念「人権・平和特別授業～kizuki～」の代替として人権学習リーフレット「おもいやり」を作成 

 ２月 『安曇野ミュージアム活性化事業10年のあゆみ』を刊行 

 ３月 穂高東中学校、穂高西中学校が開校20周年記念誌を発刊 

令和３年度（2021年度） 

 ４月 「拾ケ堰絵図」が発見される 

 ４月 東京2020オリンピック聖火リレーが安曇野市を通過、小中学生も沿道応援に参加する 

 ４月 「お弁当の日」を全小中学校が導入し本格的に実施 

５月 国のGIGAスクール構想による１人１台端末の配備が完了 

７月 あづみの新進音楽家公開オーディション（ジュニアの部を含む）が10周年を迎える 

９月 市営穂高プールが33年の歴史に幕を閉じる 

10月 豊科北小学校で開校50周年記念式典を１年遅れで開催 

10月 安曇野市総合体育館（ANCアリーナ）が完成 

１月 豊科南小学校がユネスコスクール・キャンディデート校に認定される 

２月 臼井吉見文学館が開館30周年を迎え記念誌『邂逅』を出版 

３月 「安曇野のオオルリシジミ」を市天然記念物に指定 

３月 穂高北部児童館が完成（移転新築） 

３月 「安曇野市立小・中学校の将来構想」を策定する 

令和４年度（2022年度） 

４月 学校給食課、子ども家庭支援課、こども園幼稚園課を新設し、６課体制となる 

４月 市の目指す子ども像を「未来
・ ・

を
・

拓く
・ ・

たくましい安曇野の子ども」に改訂しステッカーのデザインを刷新 

 ４月 市内17小中学校に学校運営協議会を設置し、国型コミュニティー・スクールに移行 

 ４月 学校給食費会計が公会計に移行 

 ４月 明科北認定こども園の民間委託による運営が始まる 

 ４月 有明あおぞら認定こども園で「園庭ミニ田んぼ」を整備し米づくりの活動が始まる 

４月 第８回日展巡回展「安曇野展」を豊科近代美術館で開催、市内全中学校２年生が鑑賞 

４月 文書館が市内中学校での出前講座を始める 

７月 東京藝術大学連携事業「安曇野AIR（アーティスト・イン・レジデンス）」が始まる 

９月 被爆ピアノ平和祈念コンサートを開催（R6年度までに市内全中学校で実施） 

１月 成人式の名称を変更して「二十歳の集い」として初開催 

１月 友好都市との青少年交流事業が３年ぶりに再開 

令和５年度（2023年度） 

４月 第３次「安曇野市教育大綱」が始まる 

４月 「吉野神社本殿」を市有形文化財に指定 

５月 京都芸術大学と連携したアートプロジェクトが始まる 

７月 三郷西部認定こども園新園舎が完成（現地建替え） 

 ７月 広島平和記念式典参加事業に松本大学平和創造研究会の学生が加わる 

８月 信州安曇野薪能を８年ぶりに明科龍門渕公園で開催 

10月 安曇野アカデミーで臼井吉見の小説『安曇野』をテーマに５回講座を開催 

１月 県教育委員会主催第１回安曇野総合技術新校（仮称）再編実施計画懇話会開催 

３月 認定こども園・幼稚園の園庭芝生化へ向け三郷西部認定こども園で芝の種まきを実施 

３月 安曇野の歴史文化遺産再発見事業実行委員会編の『宝シリーズ』（全５巻）刊行完了 

令和６年度（2024年度） 

 ４月 市内中間教室を「多様な学び学習室」に、登校支援員を自立支援員に名称を変更 

４月 第41回早春賦まつりに市内小学校合唱部が参加 

４月 三郷西部認定こども園の民間委託による運営が始まる 

４月 子ども家庭支援課内に「こども家庭センター」を設置 



５月 第20回あづみの公園早春賦音楽祭に市内小中学生が参加 

６月 「清澤洌文庫」を市有形文化財に指定 

 ７月 第１回安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会を開催 

 ７月 第１回安曇野市こども計画検討会議を開催 

 ７月 ワークショップ「安曇野市子ども若者意見ひろば」を開催 

 ７月 三郷西部認定こども園で芝生園庭使い始め式を実施（市立認定こども園・幼稚園全園の園庭芝生化事業） 

10月 第１回安曇野市中学生キャリアフェスティバルを開催 

１月 堀金学校給食センターの設備更新工事が完了 

 ３月 「安曇野市教育振興基本計画（第１次）」、「安曇野市こども計画」を策定 

 ３月 「安曇野市子ども・子育て支援事業計画（第３次）」を策定 

令和７年度（2025年度） 

 ４月 明北小学校の小規模特認校１期生転入学が始まる 

４月 明科地域小中学校３校が県教育委員会からウェルビーイング実践校TOCO-TONに指定される 

４月 豊科近代美術館が安曇野市美術館に名称変更 

６月 穂高鐘の鳴る丘集会所が創作活動もできる施設としてリニューアルオープン 

７月 堀金認定こども園で芝生園庭使い始め式を実施 

７月 豊科南小学校がユネスコスクール加盟校に正式認定される 

８月 三郷東部認定こども園新園舎及び芝生園庭が完成（移転新築） 

８月 豊科郷土博物館で戦後80年平和事業企画展「日中戦争、太平洋戦争下の安曇野の人々」を開催 

 ８月 安曇野市美術館大規模改修工事完了記念として、あづみ野ガラス工房40周年記念展を開催 

８月 豊科、豊科南部、南穂高、たつみ認定こども園の芝生園庭完成 

９月 豊科中央児童館が完成（現地建替え） 

９月 市制施行20周年を記念し「未来の安曇野市」をテーマに作文コンクールを実施 

10月 轟家住宅（質屋）を市有形文化財に指定 

12月 文化庁長官より安曇野市文化財保存活用地域計画が認定 

１月 安曇野市教育委員会がキャリア教育の功績で文部科学大臣表彰受賞 

 １月 豊科図書館開館10周年記念講演会を開催 

 ２月 堀金小学校が第26回環境美化教育優良校等表彰で優良校・協会会長賞を受賞 

３月 市内全中学校の電子黒板を更新 

３月 黒沢洞合自然公園を拡張工事が完了 

令和８年度（2026年度） 

４月 安曇野市フリースクール利用児童生徒支援補助金制度運用開始 

４月 小学校の給食費完全無償化を開始 

４月 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を南穂高認定こども園で開始 

４月 安曇野市新市立博物館整備方針提言書を市長に手交 

４月 「真々部の諏訪神社本殿」「穂高神社の若宮社本殿」を市有形文化財に指定 

４月 安曇野市教育委員会だより「ふるさと安曇野」を創刊 

５月 第118回日展巡回展「安曇野展」を安曇野市美術館で開催、市内全中学校２年生が鑑賞 

６月 生涯学習に関する広報誌「Link」創刊（情報誌「Link」は継続） 

 



第一次安曇野市教育振興基本計画�令和７年度〜令和10年度





１ 市理事者 

（令和８年４月１日現在） 

  

２ 教育委員 

（令和８年４月１日現在） 

 

３ 安曇野市議会福祉教育委員会 

（令和８年４月 1日現在） 

役職名 氏 名 

委員長 大竹 啓正 

副委員長 増井 裕壽 

委員 
吉澤 茉帆 野部 知江 今井 美智子 

菊池 久美子 丸山 健太  

 

 

解説 1 “たくましい安曇野の子ども”ステッカー（リニューアル版） 

安曇野市教育委員会は平成 29年度より“たくましい安曇野の子ども”の育成を目指すことを表明し、

ステッカーを作成しました。 

令和４年４月１日からは、めざす子ども像を「未来を拓
．．．．

く
．
たくましい安曇野の子ども」と改めました。

さらに、小・中学校に加え、こども園・幼稚園を所管することに

なったことを受け、園児・小学生・中学生を、北アルプスの高山

に生息する希少鳥類ライチョウに見立てて、安曇野市の宝である

子どもたちが健やかに成長してほしいという願いを込め、デザイ

ンを一新しました。 

なお、「からだを動かし、頭で考え、心に感ずる」は、安曇野が

生んだ評論家・作家で教育者でもあった臼井吉見さん（1905-1987）

が、中学生に向けて行った講演「中学生諸君に望む」（1967）の中

で語った言葉です。 

（令和４年４月） 

役職名 氏 名 任期 

市長 中山 栄樹 令和８年１月 18 日 ～ 令和 12 年１月 17日 

副市長 渡辺 守 令和８年４月 １日 ～ 令和 12 年３月 31日 

教育長 橋渡 勝也 令和８年４月 １日 ～ 令和 11 年３月 31日 

役職名 氏 名 教育委員任期 

教育長職務代理者 遠藤 正志 令和７年 11 月 ９日 ～ 令和 11 年 11 月 ８日 

委員 羽田野 賢二 令和７年 11 月 ９日 ～ 令和 11 年 11 月 ８日 

委員 川北 久美 令和５年 11 月 ９日 ～ 令和 ９年 11 月 ８日 

委員 金子 孝 令和６年 11 月 ９日 ～ 令和 10 年 11 月 ８日 



４　教育委員会事務局の組織

正規190人

再任用4人

会計年度602人

派遣受入2人

総数798人

正7会5

正2会5

正3再2

教　育　長

教育委員会 学校教育課

令和８年４月１日現在

学校庶務担当

教育総務係

教育指導室

学校教育担当

正17会138派2

正3

正4会2

図書館係

博物館・美術館・文書館（10）

子ども家庭支援課長は、
こども園幼稚園課長を兼
ねるため、子ども家庭支
援課でのみカウントをし
ています。

穂高生涯学習係

教育支援センター

小学校（10）

中学校（７）

学校給食担当

学校給食センター（４）

子ども家庭支援課 子ども子育て政策係

正6会78

正12会12

正17再3会65
文化財保護係

博物館担当

※福祉事務所併任

子ども家庭相談担当

児童青少年係

児童館（９）

子育て給付係

正19会5

正4

再1会39

正2

正2会2

正9会11

会16

正規:再任用:会計年度:派遣受入

正4会1

正7会10

正2会5派2

会7

会70

会44

正2会2

正2会3

正2会2

正1会2

正1会2

文化振興担当

図書館（５）

三郷生涯学習係

※福祉事務所併任

教　育　部

正18会14

正5会78

正3会1

交流学習センター・交流学習施設（4）

学校給食課

堀金生涯学習係

公民館（６）

文化課

生涯学習課

人権教育集会所（２）

明科生涯学習係

社会教育係

豊科生涯学習係

認定こども園・幼稚園（19）

正19人のうち
10人は課付

保育幼稚園担当
正119再1会295

  正100再1会290

こども園幼稚園課



５ 教育委員会事務局の仕事と担当課 

 

学校教育課 

(１) 教育委員会の会議に関すること。 

(２) 教育振興基本計画の策定及び進捗管理に関すること。 

(３) 教育委員会の条例、規則、規程等の制定及び改廃に関すること。 

(４) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること。 

(５) 教育委員会に対する請願及び陳情に関すること。 

(６) 事務局及び学校その他の教育機関等の職員（県費負担教職員を除く。）の任免、給与及び服務

等に関すること。 

(７) 県費負担教職員の任免、給与、服務及び福利厚生に関すること。 

(８) 公印の管理に関すること。 

(９) 文書の収受、発送、整理及び保管に関すること。 

(10) 学校教育の振興に関すること。 

(11) 就学、入学及び転退学に関すること。 

(12) 学校保健に関すること。 

(13) 通学区域、通学路及びスクールバスに関すること。 

(14) 就学援助、就学奨励その他育英奨学に関すること。 

(15) 教育用図書の配布に関すること。 

(16) 教育施設の維持管理に関すること。 

(17) 部内の予算及び実施計画の調整に関すること。 

(18) 部内の事務事業の進行管理及び管理改善の調整に関すること。 

(19) 部内の企画調整及び庶務に関すること。 

(20) 所管する附属施設に関すること。 

(21) その他部内の他課に属さないこと。 

 

学校給食課 

(１) 学校給食の運営に関すること。 

(２) 学校給食施設の維持管理に関すること。 

(３) 学校給食費に関すること。 

(４) 所管する附属施設に関すること。 

 

生涯学習課 

(１) 生涯学習推進計画の策定及び進捗管理に関すること。 

(２) 社会教育事業に関すること。 

(３) 生涯学習推進に関すること。 

(４) 二十歳の集いの運営に関すること。 

(５) 中央公民館事業に関すること。 

(６) 安曇野市地区公民館活動補助金交付規則（平成 27 年安曇野市規則第 23号）第２条に規定する

地区公民館支援に関すること。 

(７) 人権教育に関すること。 



(８) 公民館施設の管理運営に関すること。 

(９) 公民館講座等の開催に関すること。 

(10) 公民館体育大会に関すること。 

(11) 文化祭開催に関すること。 

(12) 地域づくり事業等の支援に関すること。 

(13) 学校施設使用に関すること。 

(14) その他地域の社会教育及び社会体育の推進に関すること。 

(15) 所管する附属施設に関すること。 

 

文化課 

(１) 文化振興計画の策定及び進捗管理に関すること。 

(２) 文化芸術の振興に関すること。 

(３) 文化財の保護、保存及び活用に関すること。 

(４) 市誌編さんに関すること。 

(５) 歴史的価値がある公文書に関すること。 

(６) 図書館基本計画の策定及び進捗管理に関すること。 

(７) 図書館活動の企画及び調査に関すること。 

(８) 関連団体との連絡調整に関すること。 

(９) 新市立博物館建設に関すること。 

(10) 資料等の保存及び活用に関すること。 

(11) 所管する附属施設に関すること。 

 

子ども家庭支援課 

(１) 子どもに関する施策の調査研究及び総合調整に関すること。 

(２) 子どもの権利に関すること。 

(３) こども計画及び子ども・子育て支援事業計画の策定及び進捗管理に関すること。 

(４) 子ども・子育て会議に関すること。 

(５) 児童館の管理運営に関すること。 

(６) 児童クラブに関すること。 

(７) 児童手当、児童扶養手当等に関すること。 

(８) 児童遊園に関すること。 

(９) ファミリー・サポート・センター事業に関すること。 

(10) ひとり親家庭の支援に関すること（相談に関することを除く。）。 

(11) 児童福祉施設等の整備等に関すること。 

(12) 教育相談に関すること。 

(13) 子ども及び若者育成支援に関すること。 

(14) 家庭教育支援に関すること。 

(15) 青少年育成に関すること。 

(16) 放課後子ども総合プランに関すること。 

(18) ひきこもり支援に関すること。 

(19) 所管する附属施設に関すること。 



こども園幼稚園課 

(１) 幼児期の教育及び保育に関すること。 

(２) 公立認定こども園の管理及び運営に関すること。 

(３) 穂高幼稚園の管理及び運営に関すること。 

(４) 民間保育所及び幼稚園に関すること。 

(５) 保育関係団体に関すること。 

(６) 所管する附属施設に関すること。 

 

その他 参考例規 

(１) 安曇野市教育委員会に対する事務委任規則（令和４年安曇野市規則第８号）  

(２) 市長の権限に属する事務の補助執行に関する規程（平成18年安曇野市訓令第14号） 

(３) 安曇野市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規程（平成20年安曇野市教育委員会訓令第４号） 

 

６ 一般会計予算（令和８年度当初） 

（１） 歳入予算総額 48,180,000千円 

 

 

（２）歳出予算総額 48,180,000千円 

 

市税 12,710,512 千円  

地方消費税交付金 2,550,000 千円  

地方交付税 12,000,000 千円  

国庫支出金 5,853,834 千円  

県支出金 3,319,343 千円  

繰入金 3,891,410 千円  

諸収入 2,089,118 千円  

市債 3,526,600 千円  

その他 2,239,183 千円  

総務費 5,273,168 千円  

民生費 16,835,690 千円  

衛生費 3,272,370 千円  

農林水産業費 1,819,327 千円  

商工費 2,452,691 千円  

土木費 5,309,469 千円  

消防費 1,652,389 千円  

教育費 5,867,082 千円  

公債費 5,311,621 千円  

その他 386,193 千円  



3,633,360

10,139

1,697,233

5,821

88,012

114,097

413,356

56,763

92,559

5,330,593

213,839

352,910

△ 3,075

495,728

24,554

191,749

30,817

△ 194,175

小計

2,051,161

6,536

907,302

3,054

1,134,269

1,234,870

691,914

830,962

３　人権教育推進費

４　青少年健全育成費

６　図書館費

５　公民館費

235,056

7,641

83,648

83,648

1,053,246

585,641

6,633

37,005

73,521

4,364

4,364

316,105

53,962

31,825

3,876

161,161

189,285

160,075

13,936

639,603

1,828,138

40,881

38,458

83,66086,735

△ 48,354

△ 48,354

△ 458,787

△ 466,365

1,369,351

88,012

２　文化財保護費

３　学校施設整備費

３　中学校費

１　学校管理費

２　教育振興費

３　学校施設整備費

４　幼稚園費

１　幼稚園費

５　社会教育費

１　社会教育総務費

4,834,865

199,903

192,835

136,366

136,366

1,105,968

253,171

168,241

143,720

21,538

2,983

391,942

0

306,825

614,329

385,089

64,511

164,729

400,138

302,667

△ 2,308

87,221

59,746

620,541

26,294

287,422

187,061

160,185

26,876

142,327

715

76,340

42

65,230

692,301

1,481,999569,162

6,536

849,075

42

626,346

0

58,227

3,012

507,923

令和８年度
一般財源特定財源

比較増減
令和８年度の財源内訳

（単位：千円）

項 目

７　　教育部関係歳出予算 

1,908,834

1,069,039

3,012

１　教育総務費

１　教育委員会費

令和７年度

（１）　教育費　※教育部関係のみ

２　事務局費

３　住宅管理費

４　給食センター費

２　小学校費

90,805

452,151

269,636

587,199

59,746

418,958

60,209

93,113

389,247

542,569

１　学校管理費

２　教育振興費



　

7,294,822△ 256,453

49,807,463

12,146,102

12,840,107

（単位：千円）

（単位：千円）

50,581,576 12,206,673 24.1

対一般会計比
（％）

教育部関係

17.9

27.0

（単位：千円）

歳出決算額

42,670,000

教育部関係
対一般会計比

（％）
一般会計

8,872,484

46,639,767

49,287,217

13,979,992

8,687,886

8,227,679

18.6

16.7

11,856,205 23.8

51,697,793

21.8

26.6

26.2

対一般会計比
（％）

教育部関係

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

9,289,815

年度

45,650,000

48,930,000

一般会計

49,614,214

年度

合計 12,716,464 12,460,011 5,165,189

歳出予算額（当初）

８　　歳出予算額と歳出決算額の推移

歳出予算額（最終補正額）

一般会計

3,661,462

（３）　教育部関係予算合計

令和７年度 令和８年度 比較増減

3,467,956

令和８年度の財源内訳

特定財源 一般財源

25,327

25,327

3,636,135

638,147

315,808

2,682,180

7,129,418

△ 105,933

△ 921,937

△ 752,181

11,434

11,434

3,456,522

2,036,502

189,667

1,230,353

36,761

36,761

7,092,657

2,674,649

505,475

3,912,533

２　児童館費

３　保育所費

小計

38,602

38,602

7,842,997

2,397,119

611,408

4,834,470

7,881,599

特定財源 一般財源

１　社会福祉費

１　社会福祉総務費

２　児童福祉費

１　児童福祉総務費

△ 1,841

△ 1,841

△ 750,340

277,530

項

（２）　民生費　※教育部関係のみ

目 令和７年度 令和８年度 比較増減
令和８年度の財源内訳


